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甲状腺機能九進症における血漿遊離脂酸に

関する研究
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　　　　　　　　　緒　冒　　　　　　伽も検討し甲洲！泉機能プ雌症における1血藤NEFA

甲状腺灘雌症融・て備質代謝畷常力・ある　の」・撒肺ついてジ擦勧齢・

ことはすでに知られている。すなわち甲状腺機能フ協五1

症の雌総li旨酸沖性脂｝！㌍，・ll脚・よび総・レ・　　　1・研究対象および方法

テ。一，レ値は低下の傾隙・物り1）・）・）・），血漿伽｛鮨酸　　　A・イ耽対象

似ドNEFAと略す）は上ケFすると儲されている　研1綱鰍加1州・において取轍っ酬】状1鰍能

・・・…。しかしながら・以テ・一・以外の糠につい　・巳雌症であ・て，徽お旨1轄・動撒化症など繊代

ては，粥礫績が比較的すくなく，とく略脂質のll旨　謝眼常をきたすと1肺オ偽灘齢併したもの輔ミ

酸㈱・関する研究は撚餅・舩・・詩嵩物雌以　外した・なお単純性繍」性｝醐購，悪｛！酬尺腺鳳

外にはほとんどみられない。　　　　　　融職腺歎ど鮒ll状撒能雌疵比較『3’櫨
血漿・1・1に存在する脂質は中i蜘肱リン麟一レ　1勅ら耽撒とした・対照としては欄垂人鰭1い

ステ目一ル，コレステロールエステルォδよびNEFA　　　た。

であるが，このうち1血L漿NEFAは1956イ1三Dole9）・　　　　　　　B・研究方法

G。，d。n・・）らによ・）そのll腱法が　徹されて以・畑lll　　Ll繊NIこFAI直のa腱

されるようになり，イ納｝j旨酸の1輸1糊として」鰍さ　　a・2搬時ll礫NE正嚇’〔

れω12・＿轍よ中｛生脂肪，リソ膿および・・’ス押　　12醐絶簸碑垂紗幽1購剛欄永より採血した

＿、レエステ，レの合成に利用さナ・る1・）14）15）．ln雌NE三歪A　だち臨漿を分離しD・1・法9）に・kり泓1腱した・ll眺

は主として脂肪組織より」血L中へ動鐵されるが・その動　　　の時期は甲状腺機能充進症においては未治療時（入院

員はカテコールアミンをはじめとする多くのホルモン　　時），抗甲状腺剤投与後（訴術前），および甲斗尺腺，1脈≧

や・）・）1。）・2）・6）17）18）19）・・）・・），飢餓外傷，鋤惑宇帷系の緊　・購御捌（退1購）の31・｝1であって・単糸屯｛1！三糸櫛

蹴進精神的スト・スなどによって・脚）2脚髄：　｛岬櫛鞭・悪iでlll獣闘齢よび慢iゴ剛嫌炎におい

接あるいは間接に促進されることが知られている。ま　　　ては入院時の1回である。

た血漿NEFA値はブドウ機砿びイソ汚リンの投　　b・ブドウ灘石によるlnL踊㈱鐙
与によって低下することから9）24），糖代謝とも密接な　　　　　　ユ血旗NEFA億の変動

関係を有しているものと考えられる。　　　　　　　　　　早朝窪腹時肘静豚より採1血後，ブドウ糖5解の経口

＿方ガス伽マトグラフ，一が脂酸分析に応用され　投与を行ない・L2・3・塒間後に採血しそ2・

るようになり・5），動鞭化症・…7），糖鵬・。…）・8）用i：　ぞ身・の1噛値ならびに血漿NEE踊藍酬定した・甲

1轄・8…）など1・オ・ける血漿NEFAの脂酸繊燗す　撒灘充進櫛・おいて麻治搬と創莚後1潮の2
る研究は多いが，甲状腺機能充進癌における研党はほ　　　回にわたって測定を行ない・単純性結節性lil状腺腫の

とんどみられない。　　　　　　　　　　　　　　　　値と比較検討した。

　著着は甲状腺機能尤進症における脂質代謝研究の一　　　　　　翫1自傑NEFA脂酸構成の測定

環として，脂質の動員動態をうかがう1ヨ的で米湘療時　　　早朝空腹1碕樹静豚より採1血し，ただちに1血1漿を分

および治療経過をおって，空腹瞬並L漿NEFA値を測　　　肉1藍してFolch法3°）にて脂質を抽幽し・その抽出液を濃

定し，またその脂酸構成比について検討した．さらに　縮して薄閥仰卦グラフ・一によ略脂質分勘紛

ブドウ糖負荷後の血糖値ならびに血漿NEFA値の変　　　離した。そのうち血漿NEFA分画のみを剛収して
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Stoffe1法61）を用いてメチル化を背ない，ガスクロ哩　　　平均933土203μEq／4と署しく商値を示しているが，

トグラフィーによりミリスチン酸（Ct4：。），パルミチ　　　抗甲状腺斉叫投与・後の症椥隆快した時期（手術前）の悟雌i

ン酸（Cエ6：0），パルミトオレイン酸（C16：1），．ステア　　　は・協9～941μEq／4，平均643±113μEq／4と低一ドし，

リソ酸（C1830），オレイン酸（C1831），およびリノー　　　2｛〕例rl－18例は正常他を示している。術後1ヵ月に至る

ル酸（C1832）の6脂酸に分析し，判111｛巾法にょり面積　　　と437～800μEq／4，平均537土94μEq／4とほぼIE僧

百分比を算定した、，薄層クロマトグラフf一およびガ　　　侮となり，20f夕咽・114例が疋常値を示し，対照との間に

スクロマトグラフ｛一の条件は表1，2に示すごとく　　　イず意の脇を認めない、、

である、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す徽わち甲状腺書幾能尤進症の坐腹時q血L粟NEFA値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は未治療時・には藩し．い高値を示すが，抗甲状腺剤の投

劇蹴　ク悶1ヴラフ・一の鮒　　　与諮らに甲状腺耳醗購によ叫1糠｝㈱旨慨靴

　蒋吸剤：ヤ炉’ゼルウ∫ルH厘さ0．7㎜1

　展開溶媒：石汕工一テル：エチルエーテル：酷酸　　　　　表3　対照例の究腹時」血L漿NEFA値

螢光試薬・謬愛：・6・　　．．一　1一竺．．、．．擾亘∵一難斑

袈2，、〃。叫グラ。、一・・鮒・　　　1・宮璽　39♂　572
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・il1°　　廓　　　35　　♀　　　　　565

機種：柳木GCG－5DH型　 IL樋沢48♀542検　　　出　　　器：水素焔イォソ化検出器　　　　　　　　　　　　　　　4，ノ駆　　　松　　　　　56　　　♂　　　　　　　537

カ　ラ　ム・ステンレス製u字型内径3π㎜　　　5．駒　村　38　♀　　523
　　　　　　　長さ　150Cη　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，　里予　　　　口　　　　　　22　　　　♂　　　　　　　　522

　　　液　相　ジェチレソグリコールサクシネ　　　　　　7．松　　岡　　　47　　δ　　　　500

　　　　　　　一ト（15％）　　　　 ＆清水　24♀　478
　　　担　体　クロモソルブW　（60～80メッ　　　　　　9．横　　沢　　　17　　♀　　　　470

　　　　　　　シ・・）　　　　　　　　　10．ll・村　32　♂　　465
カラム温度：200°C　　　　　　　　　　．一＿＿＿7＿＿一＿＿＿．，一．＿．．＿＿＿＿．．　＿＿
キ。1，アー溜・懸1糧4・認／分　　　　　～［4均　　　　517土36
水　　　　　素：流盤30認／分

椥購温度・250・C　　　　　　　μ巳q／¢

　甲状腺機能充進症においては宋治療時，抗甲状腺剤　　　1400

投与後および術後1ヵ月の3圓にわたり測定な行なっ

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1200一

　　　　　　　II．研究成績　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　A・並L漿NEFA値　　　　　　　　　　　　　　　　1000－

　　1．空腹時⊥配肇NEFA値

　a　対照：健康人10例（男性5例，：女性5例）にっ

いて測定した空腹時血漿NFEA値醸3，図1に示　800”

すごとく，465～572μEq／4，ヨlz均517±36μEq／4であ

る．なお対照例のツ汝間賄意の差は認められない・　6bo

　b．甲状腺機能充進症：「rl状腺機能九進癩20例の未

治療時における空腹時」f皿漿NEFA値は表4，図1に
示すごとく675～1450μEq！4，・ド均9：33±203’‘Eq／4　　400孕

で，対照ならびに次に述べる他のlll状腺疾患と比較し
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表5，図2に示すごとく朱治療時は675～1450μ1うq／4，　　　図1・各種甲状腺疾患の坐腹時血漿『NEFA僚



　　12・両　木　40　♀　　833　　13，’訂　島29卑　823　1朕1　｛…67
　　13・宮　島　29　（P　　822　　　1、L久保川20♀　818　575　B25
　　14．　：多曳　f呆　ij』　　　　　20　　　　♀　　　　　　　　818　　　　　　　　　　15，　雀公　　　　Ill　｛う0　　？　　　　　81｛｝　　　　　6｛）〔｝　　　　　587

　　15．　1公　　　　iH　　　　　60　　　　♀　　　　　　　　816　　　　　　　　　　16・　｝」ず　　　親蝦　　28　　3　　　　　762　　　　　55｛｝　　　　　571

　　16．百　瀬　28　δ　　762　　　17・小　骸｝32♀　762　756　722
　　17，小松　32孚　762　　18・大1檸il2♂　714　469　5°°
　　、8．大蔵　323　714　　19・矢勧1°♀　697　5°8　5（1°
　　19，矢　1’・・♀　・・7　　2｛LL⊥：瓶食＿墜＿一璽．＿．璽、．
　　20．　り1二　　　｝』．1　　　　　32　　　　6　　　　　　　　675　　　　　　　　　　　　『乙　　　均　　　　　　　　　　　9：33止203　643ニヒ1！3　537ニヒ94

　　　平均　　　　933±2°3　　μ・，／2

し㈱猷が轍ないし融するとともにイ邸し，　　1250

術後1ヵ月ではほぼ正常でi【1〔となる。

　c，単純性甲状腺腫：単純性結節性111状腺腫16例の

窒腹il樋1漿NEFA値は394～587μEq／4、平均514土　　　　1000－

45μEq／6（表6，図1）であって，対’照との聞にイ了意

の差iはない。

　d．悪性甲状腺腫：腺夷望18例の宝速腹時血漿NEFA　　　　　750

佃鉦彫よ　394～672，‘Eq／6，　三Fjξヨ497土75，‘1£q／μ　（炎71　i翼1

1）である。

　・・慢性甲状腺炎・慢｛生1｛ll状腺炎9例の劉墾i舳雌　　500

NEFA値は437～571μEq／ム　51a均509土43μE（i／4．て・

あって（表8，図1），対照の値と比較してイゴ意の差

が認められない・　　　　　　　　　250
　f．甲状腺機能低下揃三：甲状腺機能低下症1例の空

1腹時通L漿NEFA値々よ326μEq／4（図U　と1ジ1らかに

低値を示している。

　　　・・甲撒灘と撒晦・血・漿NEFA値　　　　－対　甕　’響　種
PB聴麩礎欄率・…。・。・bT…および1・1岬　　　　　憲　齎　男
状腺摂取寧などの各穣甲状腺磯能検査成績と空腹時1血L　　　　　　　　　照　　　　時　　　剤後　　　月

漿NEFA値との関係をみると図3，4，5，6に示　　図2．　r獣腺機筋tl醗の浩療縄にともなう
すごとく，いずれにおいても両港の間に正の相関々係　　　　　　　i肇腹時並L漿N践FA有1〔の推移
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表4甲状腺機能プ〔獅まの撒時前傑NEFAイll王　　表5甲渕麟倉航1簸症の瀦縦過固・もなう

　　　　　　　　　（未治療時）　　　　　　　　　　　　　　　空腹時1血1漿NKFA値の推移

÷、煮←坐欝値∴則∴藻鱗桝鷲透
　　1：果蒸　鷺l　llll　　l：求撚ll器l　ll：1；犠

　　4・宮　沢　19　『～　U25　　4，’1彗　沢19♀　1125　758　」37
　　5・　ザ1ヒ　　　　｛，乏　　　　　23　　　　♀　　　　　　　1000　　　　　　　　　　　5，　．1ヒ　　　　11｛　　23　　♀　　　　1000　　　　　571　　　　　｛沿7

　　6，　τ沙　　　　1：H　　　　　　19　　　　δ　　　　　　　　　987　　　　　　　　　　　　6，　往レ　　　　1日　　19　　δ　　　　　987　　　　　　6｛、5　　　　　　521

　　7，　：ヌ目」［（ト）　　　　　51　　　　♀　　　　　　　　982　　　　　　　　　　　7．　：象Ll、ll（ト）　　51　　♀　　　　　g82　　　　　6．且と5　　　　　457

　　8，水　野　27　δ　　979　　　8・水　！！1チ27ε　979　1167　571
　　9，阻畑　23♀　912　　9－ll畑23！～　912　57i　5bl5
　　1・・小．沢　11♀　　911　　11：ll山cド瓢1：l　l晶　糠：　翼1

　　1L掴1噸　　43　♀　　811　　　12，高　木40♀　83を1　552　514
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表6単純性甲状腺腫の空腹時血漿NEI喬A値　　　　が認められる。すなわち甲状腺機能が充進している

一症例い…哩騨12ほど醜眼Aも高いという偉｛向を示してい

1．」二条（と）　　　45　　♀　　　　　587

謡灘ll　l　lll　卿二・欄・一
4．大　羽　 45　♀　　547
5．入　倉　 54　♀　　545　　 1400

6．　」二条（美）　　　　　29　　　　♀　　　　　　　　532

7、　侶：　　　エ雄　　　　　54　　　　♀　　　　　　　　526

8．樋　口　60　♂　　511　　1200
9．　高　　　　橋　　　　　46　　　　♀　　　　　　　　510

10，　塩　　　　肪く　　　　　37　　　　♀　　　　　　　　500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1000
11．　Σ円　1］日　野　　　　　　58　　　　6　　　　　　　　　50Q

12．　｛卜　　　　坂　　　　　59　　　　♀　　　　　　　　489

13・芹　沢　48　♀　　489　　800．
14、　犀二1・！　　　汚更　　　　　30　　　　♀　　　　　　　　485

ユ5．　1二1二1　　　農，　　　　49　　　　♂　　　　　　　47・1　　　　　　　　　　　　曙

16・　｛呆　　　　樺蓉　　　　　55　　　　♀　　　　　　　　394　　　　　　　　　　600

平均　　　 514土45　　．
400

単純性甲状腺腫

A悪性甲状腺腫　　　　　　　　　o
△慢性甲状腺炎

o

　　　　　　　　　　⑦　　　　　　④　　　　o●

o　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　o
　　　　　　　　●　　　　　　　o　㊦　　　0

　　　　00
　　0
　▲　　　　　　o

㊤

o

表7悪糊ヨ状｝蠣の空l」夏触漿NEFA値　　　L＿＿＿＿＿＿＿＿L＿

飴撫§巳▲

　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 rち・高0，82

癒例 @零性・・階胎値　　゜　鴻　8　12綿、。寵2°

5．　了身　　　　5ド　　　　　55　　　　♀　　　　　　　　478

6．　　　マrll　　　　　　　53　　　　♀　　　　　　　　475

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1400

7．鈴木24♀　4658．　4、　　　4木　　　　　 29　　　　♂　　　　　　　　394　　　　　　　　　　　　．榊

1・田　中　　54　8　・　672　　　　図3．　　．血漿NEFA値とPBI
2．　　　｝i木　　　　　　　41　　　　♀　　　　　　　532

3．　常　　　　田　　　　　　43　　　　穽～　　　　　　　　483

4．塩原　5・黛　478　　μEq／2．甲状撚霞朧癒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o単純性甲状腺腫

平均　　　 497土75　1200

表8慢性甲状1｝絞の窒1麟1繰NEFA値　　1000

症例い・血糧｝値
1．岩　本　56♀　　571　　800”
　2．　三三　　　 欝」　　　　35　　　　♀　　　　　　　 547　　　　　　　　　　　　・

　3，　橋　　　　木　　　　　　53　　．　♀　　　　　　　　545

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600
　4，　4、　　　イ木　　　　　42　　　　♀　　　　　　　　533

　5．　植　　　　塁予　　　　　58　　　　♀　　　　　　　　5王5

’　6・　田　　　　1十婁　　　　41　　　♀　　　　　　　 500　　　　　　　　　400

　7．　1ヒ　　　　原　　　　　　53　　　　♀　　　　　　　　476

▲悪姓甲状腺腫　　　　　　　　 ●

△慢性甲状腺炎
●

o

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　。　　．、

　　　　　　　　　　　　●　　　　　．　　●

　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　o▲

・敏儀・
△＾。　　　　　　　r－o・8。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＿
8・篠　原　・6°　δ　　455　　　　0　＋20　＋40　＋60　＋80
9・武　　　チト　　　　52　　　♀　　　　　　437　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8MR％

平均　　　 509土43　 図4．　1血漿NEFA値とBMR
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μ。，／2。甲状撒能麓症　　　　　μEq／・°甲撒機航齪

1400

1200

o単純性甲状腺腫
ム悪性甲択腺腫
△慢性甲状腺炎　　　　　　　　　　　　　　　1400

　　　　　　　　　　　　0

o

0　　　　1200

1000　　　　　　　　　　．　　。　　　　1000’

　　　　　　o　　　　　o
　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
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図5．1血L漿NEFA値とTrlQsorb　Test　　　　　図6．　【血L漿NEFA“1「｛と1311摂取み争く

　　　3．ブドゥ糖負荷による血糖値および　　　　　　間では362～458，‘Eq／4，平均414土30μEq／4と低下し，

　　　珀1漿NEFA値の変動　　　　　　　　　　　　　その低下率は図7に示すごとく12．9～26．0％，平均

　a．単純｛‘k甲状腺腫：単純性結節性甲状腺｝1重6例に　　　19．8土4．4％である。その後は次第に上界し、玉ミ荷後2

っいてブドウ糖50野の経口捜与を行なって血糖値なら　　　～3時間で繭1値に復する、，すなわちブドウ糖魚荷後の

びに1血漿NEFA値の変動を検討すると，炎9に示す　　　【血雌NEFA値は1血1糖llli〔の．L昇時に一…致して低下し，

ごとく負荷前の血糖値は87～10〔｝1解／（昭，平均92・2土　　　1血L糖値との間に鏡面像の関係を示している。

4．6刀塀ノ灘で，負荷後1時閲では105～1287呼／（焔　平均　　　　b．甲状腺機能尤進症：甲状腺機能）t進症β例の未

115，5」二7．7四／磁と上昇し，その上昇率は図7に示すご　　　治療時における成績は表10に示すごとく致荷前の1血L糖

とくユ93～287％，平均25・2土3・5％で，2時間後で負　　　値は88～1037解／♂6，平均96．5土6，2㎎／（形》びli純｛型li状

荷前値に復する。これに対し1血漿NEFA値は負荷前　　　腺腫との間に有意の諮を認めないが，魚荷後1時闘で

474～565μEq／4，平均516：ヒ30μEq／4で，∫無荷後1時・　　　は128～152η塀／詔，平均136，2士8、6η駆／詔と」二昇し．，そ

衷9　　　　　ブドウ糖負荷による1血糖値および血L漿NKFA値の変動

　　　　　　　　　　　　　　　　　単純性叩状腺腫

年　　＿．＿血　糖　値　鱒／dの

症　　例　　性　　前　　　　経口投与後（時間）

　　　　　令　　　値　　1　　2　　3　　4

1．高橋46♀　100　128　93　92　98
2．上条29早　96．．．　123　88　83　87
3．　アデ　　勃く　48　♀　　　　92　　　　112　　、　　93　　　　　88　　　　　88

4．　イ左・　藤　　54　♀　　　　　90　　　　113　　　　　931　　　87　　　　　80

5乳　1キ1　島　　49　ε　　　　　88　　　　105　　　　　98　　　　　82　　　　　82

6．　1⊥1　ナ融　　32　♀　　　　　87　　　　112、　　　　78　　　　　80　　　　　82

平均　9蟹61野9窪1．、8蟹，18監1．。

血1漿NEFA値　（μEq／の

前　　　　　経口投与後（時間）

510　　　　444　　　　595　　　　645　　　　7ZO

532　　　　4｛｝4　　　　444　　　　681　　　　851

489　　　　362　　　　4〔｝4　　　　532　　　　　574

526　　　　421　　　　526　　　　578　　　　685

474　　　　　394　　　　　421　　　　　6｛｝5　　　　　‘532

565　　　　458　　　　563　　　　583　　　　62」

516　　　　　414　　　　　492　　　　　‘灘｝4　　　　　682

　ニヒ30　　　　土30　　　　ニヒ74　　　　土48　　　　止81
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　図7・　ブドウ糖負荷による血糖値の上罫率と　　　　　10

　　　　血漿NEFA他の低下率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0・

の上昇率は図8に示すごとく24・3～49・0％，平均3～m　　　10

土8・8％騨純階1状腺II鮮くらぺてブドウ徽荷後　20

の過血糖が薯明である（Pくα01）。これに対し」血L漿

NEFA伽鮒前1　1が71〔｝～928融1／4、欄817土78　30

μEq／6と著明な高値を示していゐが，負苗後1時闘　　40・

では297～413μEq／61平均361土45μEq／6と低下し・　　　50．

その低下率は図8に示すごとく，45・5～67、7％，平均
55，8土ス2％と鞭幽・、伏II蠣のぞ批比較し瑚らカ、60

に大きく（P＜0，01），以後次第に上昇して負荷後3～　　70

4時間で前値に復する。甲状腺機能充進症も単純性甲

㌔，　　　　　　　　　一　…一．デ物　

、　　葦弊
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　　Klべ・　　　　．拷／ジ・”

　　栂、　　　，卜脅／

　　鞠二、身グ
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状腺腫の場合と同様に1血糖億と血1漿NEFA値は互：い　　　　　0　　　1　　　2　　　3　　　4（時間）

に鏡面像の関係を示すが・かかる∬且糖値と血漿NEFA　　　図8，　ブドウ糖魚荷によるi血↓糖偲の」二昇率と

偵との変動は甲状腺機能充遡lt三において一層著しい　　　　　　　1丘L漿N旦FA値の低下率

表10　　　　　　ブドウ糖負荷による血糖値および1貢旺漿NEFA伯葭の変動

　　　　　　　　　　　　　　甲状腺機能冗進症　（宋治療時）

年　　＿＿＿2虻＿蟹　璽＿～型！蔓之．一＿．

症　　例　　　性　　前　　　　　経口投与後（時間）

　　　　　令　　値　「1「T『……互　……ヨ“……∫’

1、　li券　　田　　38　♂　　　　10：3　　　　128　　　　108　　　　　94　　　　　90

2．　二』三』　LLI　45　♀　　　　102　　　　152　　　　122　　　　　93　　　　　98

3．大野35♀　100　139　10〔｝　95　95
4，　忠、　ユ也　　44　δ　　　　　98　　　　　140　　　　　95　　　　　83　　　　　87

5．　田　　ヰ1　49　♀　　　　　88　　　　130　　　　　70　　　　　84　　　　　88

6．　滝　　詑∫ミ　　17　皐　　　　　88　　　　128　　　　　74　　　　　72　　　　　77

平均　懸ゲ蟹6器28盟2懸7

mエ漿N£FA値　（μKq／の

前　　　　経口投与後（時間）

値　　　1　　　2　　　3　　　4

710　　　　　387　　　　　419　　　　　騙16　　　　　807

848　　　　413　　　　522　　　　717　　　　913

928　　　　3〔1〔1　　　　6・韮3　　　　　686　　　　857

891　　　　　391　　　　　543　　　　　868　　　　　913

773　　　　378　　　　455　　　　7〔｝5　　　　797

750　　　　297　　　　500　　　　‘｝25　　　　734

817　　　　361　　　　514　　　　蘇8t5　　　　837

　：上78　　　土45　　　土71　　二と1〔16　　　止1；5



60－（240）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　flL㌃　！月涯　よ嘱　i乱5：；　ナギ∫185｝

表11　　　　　　ヅドウ糖魚荷による1血L糖値および血蟹NEFA値の変動

　　　　　　　　　　　　　甲状1腺機能元進症（体1後1カjl）

　　　　　年　　＿＿＿＿一ゆ．一一一盤笠＿豊＿≦1酸塑＿、＿＿．

症　　 例　　　性　　 前　　　　　　経1．．ll受与後（時間）

　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　令　　値　　1　　2　　3　　4

1．　11券　　日：［　38　δ　　　　　95　　　　113　　　　　93　　　　　83　　　　　92

2・　｝」5］　　1．Ll　45　♀　　　　　93　　　　　12‘）　　　　　96　　　　　89　　　　　94

3．　プ（　 饗f　35　ii三　　　　90　　　　112　　　　 を）5　　　　88　　　　 8‘｝

4、　ノ邸　　」也　　44　δ　　　　　86　　　　　92　　　　　80　　　　　82　　　　　78

5．　圧1　　叶1　49　♀　　　　　80　　　　：112　　　　　83　　　　　78　　　　　80

6．　駈L邑　　訓｛　　17　～～　　　　92　　　　12｛｝　　　　　S，7　　　　　92　　　　　90

平均　8繋。1墾1，1、9儀1．68鷺78繁．，

　　　　lliL肇NEFA　l直　1．「μE（1／の

　　前　　　　　経II投・ケ・後U1む・闘：｝

　　値　　　　1　　　2　　　3　　　　4

　　522　　　435　　　543　　　｛｝〔｝呂　　　63｛1

　　651　　　442　　　4｛i5　　　昌25　　　7’田

　　491　　　　379　　　　472　　　　G〔｝4　　　　｛｝6〔｝

　　533　　　488　　　6｛｝1［　　　1；2z　　　｛浴7

　　488　　　　441i　　　5γ8　　　6〔｝ll　　　li2藩

　　581　　　　，152　　　　9．18　　　　742　　　　77．1

……戟Af：ギ……『“’．正41ヂ　「「「陥4ヒ’．ヒ．．”6｝3，i　　｛179

　　d二57　　　　こヒ32　　　　二L54　　　　ニヒ・重2　　　　二h・1憾

　　　　　　　　　甲状腺機能充進症（術後1力角）　　　脚勾L蹄：1：0’44”ζJI　us／S1：ヒは【L｛i9～Ll411壌」り゜ll’1
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讃：・、　　　　　ノ　　＼　　、1　　、、概㍉　　　㌔　　一～　　　　　　　　　　　　　　、

　　黛ll：▽：／　／＼一！N　　る一紡鯛照批較するとパル・チ職比諾テ
　　　∵：〆　　／　　　　　　アリソ酸比オはびリ・一ル酸比が㌧ずれ繍意嚇
　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　＼／．，．！’　　　　　　　　　　　　　　（Pく〔1．01）をもって低下し，パルミトオレィン酸比と

＿＿＿＿＿＿＿＿　　オレイン酸比が閲備嘘（P＜α01）をもって上肌て
　0　　　1　　　2　　　3　　　4（時間）　　　いる口すなわち甲状腺機能尤進疲の血雌M3FA脂酸

図9．ブド蠣鮒によ魏杁1伽」、聯と　　骸比｝こついては，対照にくらべて’尺ルミ習酸…

　　　　」繰NEI・A値の低下率　　　．　テアリン酉辮の飽稠旨酸比およびリノール脚ヒが低ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，パノレミ　トオレイン酸，オレイン酸等の一価イ｛飽

に示すごとくミリスチン酸はL4～3・5タ6・平均2・｛｝土　　　和脂酸比力～上昇して，金体として脂肪纏織の脂酸書勘戊

0・6％，パルミチン酸は30・1～39・8％，平均33・9±2・9　1ピ・5＞・砺）77）・8）に近ζ∫く傾向勧ミしている、，

％・パルミトオレイソ酸は2・5～6・2％・平均4・4土13　　　次に各月旨酸比についてみると表13に示す、ごとくL／ぐ〕

ステアリン酸は10・9～20・9％玉洋均16・1土2・6％，オレ　　　歩ヒは0・23～0・44・平均0・33よO．偶で対照と比較して低

イソ酸Oよ23・6～32・8％，平均28・8二｝：3・1％・リノール酸　　　 く　（Pく0，01），0／SJ七llL　1．98～5．76，平均3．17土0．呂5

は11・4～18・6％・平均U・8土2・〔｝％であって・パルミチ　　　と高いが（P＜0．｛｝1），これはステアリン酸比とリノー

ソ酸比が椴も高く，以下オレイン酸比，ステアリン　　　ル酸比が低下し・オ’し・イン酸比が上昇していゼ，ので当

酸比リノール酸比，パルミ1・オレイン酸比，ミリス　然の・二とであ翫またus／s比は（1、85～1那，・1狗

チソ酸比の順である。ここで二二，三三の脂鹸について　　　1・22土0・15と対照にくらべて高く（Pく0．OD，こ：1しに

の脂酸比ならびに不飽和脂酸と飽和脂酸との比（以下　　　よってIT！；i尺腺機能プG進症の1血L漿NEFA脂酸構1諺㍑ヒに

US／S比と略す）についてみると衷12に示すごとくり　　　ついて鳳飽和脂酸比が低一｝じし，リノール酸を除く4く飽

ノール酸とオレイン酸との比（以下L／0比と略す）　　　和脂酸上ヒが上昇していることがうかがえ歳、

は0．40～0．63，平均0、52±0．06，オレイン酸とステア　　　　「fl状腺機能プの董症20例について外科的治療経1横に，1ニ

リン酸との比（以下0／S比と略す）はL27～2．70，　　　もなう黛腹時」血L漿N正OFA　II旨酸構成比の推移な←歪尉し
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表12　　　　　　　　対照例の血漿NEFA脂酸構成比および脂酸比

年　　　　　　　　　，血漿NEFA脂酸構成比（％） 脂　　酸　　比

症例 ﾟ性 [鍔奪寿誘・菰マ」7…了…粛一るフ§一蒔卿
1．　妥1ニ　ノ　　ノll　35　♂　　　　2．0　　　　32．4　　　　　5．1　　　　14．8　　　　29，4　　　　16，3

2，　守　　　　｝賄　32　♂　　　　2，3　　　　33．6　　　　　3．8　　　　13．3　　　　28．9　　　　18．1

3，　メ（ヒ　　歪｝30　さ　　 1．7　　　3乞．5　　　3，8　　　17．8　　　30．0　　　14．2

’L　垣注　　崎ミ2｛｝　？　　 1．4　　　39，8　　　3，9　　　18．2　　　23．6　　　13．1

5．　イ多　　　　Ill　20　♀　　　　2。0　　　　35．4　　　　　2。5　　　　19，1　　　　25．8　　　　15．2

6，　巧卯　　 砂足20　♀　　　1．4　　　30．1　　　 6．2　　　15．7　　　32．8　　　13，8

7．　栗享｝h　馬｛　20　早　　　　2．1　　　　36．5　　　　　3．2　　　　18、6　　　　28．2　　　　11．4

8，　汀疋　　　汚紐易Q　♀　　　　2．1　　　　31．6　　　　　3．1　　　　20．9　　　　26．5　　　　15。8

9，　イ」、　　　牟木20　♀　　　　L6　　　　32．6　　　　　5．3　　　　15．2　　　　31，1　　　　14．2

10。　r［‘1　　壁f20　♀　　 1．9　　　31，6　　　 6，1　　　13．6　　　32．8　　　14．0

11．　オ呂　　　旧」　18　♀　　　　2．2　　　　33．6　　　　　5．2　　　　10．9　　　　29，5　　　　18，6

12。　大　　　　「．Li　18　♀　　　　3，5　　　　37。3　　　　　5．1　　　　14．8　　　　26．4　　　　12．9

・1・均　2φ゜、、。63㌦，4・4、、、．、16翫、28’隻、．114’匙、．。

0．55　　　　1．99　　　　　1，03

0，63　　　　2．17　　　　1．03

0，47　　　　1．69　　　　0，92

0，56　　　　1．30　　　　0．69

0，59　　　　1．35　　　　0，77

0，42　　　　2、09　　　　1，12

0，40　　　　1，52　　　　0，75

0．59　　　　1，27　　　　0，83

0，45　　　　2．05　　　　1，〔｝2

0．43　　　　2．41　　　　1．12

0，63　　　　2，70　　　　1，14

0，49　　　　1．78　　　　〔，，80

0，52　　　　　1，86　　　　　0，94

　土O，06　　ニヒ0，44　ニヒ0，12

％　［ニコ対　　照
5ひ

40・

30一

2G

隆髪劉職撒軌議〔未治麟）

：；・：・：・i°　単純性甲状腺腫

　纒i羅悪性甲状腺腫

〃・　　　　　　　　　　　　　　　・
㎡・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

・／　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

’薩臨
、ミチ　　　 パチ　　 ・バオ　　　 スリ　　　　オ　　　　リ
リ　　　ル　　　特　　 テ　　　ギ　　　で
スン　　　 ミン　　　 トン　　　 アン　　　　ン　　　　 ル

図10・　　　　　各種甲状腺疾患の血漿NEFA脂酸構成比

てみると，表14，図11に示すじとく未治療時には対照　　　12～2，6％，平均2・O上0・2％，パルミチン酸は29．0～

と比較して有意の養をもってバルミチソ酸比，ステア　　37・7％1平均33・3±2・5％，パノレミトォレイン酸は3・2

リソ酸比およびリノール酸比の低下と，パルミトオレ　　　～9，2％，平均5．1土1．2％ステアリン酸は9．0～20．0

イソ酸比，オレイン酸比の上昇が認められる。　　　　　　％，平均13．3土2．9％，オレイン酸は26．1～37．9％，平

　抗甲状腺剤投与後（手術脅ll）で1よミリ箔チン酸は　　　均32、8±2．9％　リノール酸は9，9～16．5％平均13．5



62－（242）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孔、ヤ列・1［ウ託1淋　 ざ11’51呂省ξ

表13　　　　　甲状腺機能完進症の」血藤NEFA脂酸構成比：ヤδ」：び脂酸比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未治療1碍う

　　　　　　　　年　　　　　　　　　」血漿NEFA脂酸構成比（％）

症例 ﾟ性 モV萄了雪y膠膨ワ補7二二1ド
1．松　下37δ　2．3　29．3　　5．4　10，0　40．6　12．4・
2。石　川35δ　1，7　33，0　6．3　9．7　39．i　正0．2
3，大久保23δ　1．5　32．0　　6，1　13，2　37，5　　9。7
　4・　：メこ　　　1ノヨ　18　δ　　　2．】．　　　32、5　　　　7．4　　　 14．．｛　　　32．8　　　 10．8

　5。　「1穿　　　　li奇　17　♂　　　　2．8　　　　34．4　　　　　・L　4　　　　」6．8　　　　：う3，3　　　　　8，3

　6、　夢‘　　　¢渦51　♀　　　2．0　　　　32．2　　　　　5．9　　　　12，｛｝　　　37，6　　　　1｛｝，3

　7、　4、　　　1木　44　♀　　　　1．3　　　　31．7　　　　　4．5　　　　15．8　　　　33，9　　　　　12，8

　8．　尾　　　 ［畦行43　♀　　　2，〔〕　　　　32．1　　　　　5，2　　　　12，3　　　　35，｛｝　　　　13，4

　9．　藤　　 腸（41　孚　　　1，8　　　32．5　　　 5，5　　　14．7　　　36．8　　　 8，7

10．　iな　　　　1ノヨ　40　♀　　　　1，5　　　　28，2　　　　　7，7　　　　　9，5　　　　39，9　　　　　13，2

11．　刊了　　　　刀1　37　　♀　　　　1．6　　　　　32，0　　　　　7，4　　　　　1〔｝，3　　　　　34．7　　　　　14，｛｝

12．　4な　　　 11嬰　32　♀　　　　2、8　　　　31，8　　　　10，8　　　　　6．6　　　　38，｛，　　　　10，0

13，大　村29♀　L1　293　 5，7　15、3　39．5　9．1
14．　1喬　　　　∫「又　23　♀　　　　1．9　　　　30，4　　　　　5，5　　　　10，4　　　　38，0　　　　13，8

15．　r†，　　　イ寸　21　早　　　　1．・1　　　　32，｛｝　　　　　5，1　　　　14，5　　　　32，8　　　　　14，2

16．　坂　　　　1二1　20　孚　　　　0，6　　　　29．0　　　　　5，3　　　　12．4　　　　38．5　　　　　14，2

17．　づ、　　　μ．119　♀　　　　1．9　　　　32，8　　　　　6，3　　　　11，4　　　　34．4　　　　　13，2

18，　倉　　　　石　19　巧～　　　1、9　　　　28．0　　　　　6，8　　　　　12，3　　　　38，4　　　　12．6

19．宮　川18♀　1，1　29．3　5．3　11．8　36．8　15，8
20，　卑衛　　　　1↓117　♀　　　　2．3　　　　32。9　　　　　7，6　　　　10．6　　　　35，6　　　　11，0

平均　L8。。．431’隻1．16’1。1．、12昌生、．536・生、，111・匙、．、

　　　ll旨　　　酉髭　　　1七

L／0　　　　　0／S　　　　uS／S

0．31　　　　4．‘｝6　　　　　1、4（カ

oσ26　　　　4、｛〕3　　　　 1．25

｛｝．26　　　　2．34　　　　1，蔓1

⇔．3：号　　　　2，28　　　　 L｛｝4

⇔．25　　　　1．98　　　　 〔L85

0．27　　　　｝L13　　　　1．16

｛｝．38　　　　2．15　　　　 1、‘15

0．38　　　　2．85　　　　 1，1‘｝

｛｝．23　　　　2．5〔｝　　　　「韮盛‘｝，I

o，33　　　　　4，2｛｝　　　　　1，55

0．41　　　　8．37　　　　 1．2撚

O、27　　　　5．76　　　　1，43

0，2：・1　　　　2曹5B　　　　 l，19

0、36　　　　3．55　　　　 ．1、：盈4

0。」4　　　　2，2｛～　　　　1，｛｝9

｛｝．37　　　　3，1｛｝　　　　1．£9

く｝，38　　　　3，02　　　　1、17

0．33　　　　3，12　　　　ユ、37

0．43　　　　3．12　　　　 1．37

0．31　　　　3．36　　　　1，19

O，33　　　　3，17　　　　1．22

　ゴヒ0．04　　 ニヒ0，85　　　止二〇．15

30一

20一

［二］対　　照

囮未治療時
：：：：：：：：：：　抗甲状腺剤投与後

ミ　チ　　　　　パチ
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術後1ヵ月
2．1　　　　30．9　　　　　4．5　　　　　16．5　　　　3｛｝．5　　　　　．－1．．一LP哨r－｝一」r．一．．一雫一・hげ．、一w1㎜P．叩「一國→

15．5 O．51 1．85 1．02
F叩・．｝甲而「 π簡亨未治療時 1．1　　　　29，3　　　　　5，2　　　　11．8　　　　36，8 15．8 o．43 3．12 L37

19，’幽’　刀i　18　♀　遷充lF斉lj払と一与後 1．7　　　　34．5　　　　　・L9　　　　11．2　　　　33，（】 14．7 （）．45 2．95 1．11

術後1ヵ月
2，3　　　　36．5　　　　　3，7　　　　14．5　　　　2〔う．5　　　　　　　　　　　　　　　　　℃i、一「．「一L 16．5　　」．」」

0．63 L83 0．88
P 仲「－

未治療時 2，3　　　　32．9　　　　　7，6　　　　1〔｝，6　　　　35．6 11．0 ｛｝．31 3．36 1．19
2α箱　μ．117♀抗甲剤重聖与後　　　　　　　　　　術後1カ月 2，4　　　　34．2　　　　　7．｛｝　　　11．4　　　　1＄2．0

Q，4　　　　35，9　　　　　5．3　　　　13。2　　　　29。1

13．O

h4．1

0．41

kL48
2．81

Q．20

Lo8
P｝．94

P早「． ［」一．「山PπP噛円噛．噛

未治療時
1．8　　　　　31．3　　　　6．1　　　　　12．2　　　　36．7

@土0．4　　　土1．1　　　土1．4　　　ニヒ2．5　　　：ヒ3．1

11．9

y2．2

〔〕．33

y0．04
3．17

y0，85

1．22

y0，15

平　　均　　抗甲剤投与後
2，0　　　　　33．3　　　　5．1　　　　　13．3　　　　32．8

@土0．2　　　土2．5　　　ニヒ1．2　　　土2．9　　　土2．9

13．5

y1．9
0．42

y0．Olう

2．58
FヒO．66

1．⑪7

yく｝．18

術後1ヵ月
2，2　　　　34．8　　　　4，3　　　　　15。4　　　28、6

@土O、4　　　土1，9　　　dbO．7　　　ニヒ2、3　　　土2．（）

14．7

y2，1
O．52
x｛．LO6

1．89

y（1，29

｛，．92

yQ、【｝7
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土1・9％であって，未治療時とくらべてかな1川、1‘1旨偵　　　てパノレミチン酸比，γ・テ：ノリソ酸比：1蹴び11ノーノレ酸

に近づいているカ㍉ステアリン酸比とリノール酸比が　　　⊥七がイ1呈丁「卜’し，パルミトオレ．イン酸．1七と士Lfン酸比が

低く（0・011＜P＜（｝・05，0．05くP＜0．1），オレ・イン酸比1よ　上．ll・し一こいるが，抗1叩こ腺剤¢：）1，・ヶ・，，．ヌ1，1にlll状腺llll

Illlい（P＜0．01）。なおパルミチン酸比は対照との［11jに　　　6切除に．、1：り臨床症状ノ1軽快オ£い！．．、、消グ．1；すると・1二rい．：二・

f褒力～なく，　ノ曼ノレミ　トンケレィン評俊工ヒを柔多少i，、」し・鯉工吟」セこ．～を）　　　　～欠4ゴゥこ1i㌘’旨脅1〔〔｛’；二」！重げ∫き，　孕1」‘蔓1　：ノ」月’．ご』011ヒヌ寸ltl質と．震、・｝沸∴

るカえ有写艶’；の量むiて噂ま圏な㌔、o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　雛封峰でヒ邑r忍めノニにくオ¢～ζ鰻，

　各1寸で妾：1カ」」；・こヨ1ミるとミ　リスラLこ／酉窒ρよo．7～．3，1タ6，　．・F　　　　　　　c．　．｝li示1【11／Lli】二1聚珪泉1［・重；fi免派屯｛’L帝1｛f逢｛ji1三lll｝1κ11」｝墨II，iil｛｝‘ヴlj｝二

均2．2土0．4％パルミチン．酸は30，3～4‘）．6タ6，平均34．8　つ1・．・ての’”・｛腹ll鉦・、lllL！ll∫M雪FA川層1酸辱1城1．1二け．’、【51　i7・

土1，9％，パルミトrレイン酸1よ2．6～5．9，％，平」勾皐．3土　　　　図111【・ご．示すご1とく，　ミリア・・｝1・ン酸け：1，2…：｝．：｝∫」」，　・ドj‘ゴ

0．7％，　ステアリン酸11k　12，1．、’20．9％’，－Fj．勾15．4土2．3　　2．4土0、8タ6，・パルミプーγ峨ll】：Z9．【；・～・：．～9．｛｝％，1・均31．：聴

％，オ・レイン酸は22，7～323％，　F∫勾28．6土2，0％，　リ　　　3．2％，パルミトオ［、・イン酸13：3．5、・5．5∫～∫，　・II’・，均、L4，．i

ノール酸は12．｛〕～17，1｛％，平均14．7・と．2．196とい一3れ・1、、　0・9％，・人テアリン酸1、U3・｛〕～18，｛〕％，ド均15．蹴，L：｝

対’照と∫七・鮫して角意グ）煮が，認、め1う、｝Lノ：只い、，　　　　　　　　　タ6，オレ．イン酸O、L2：3．3～3詠8％，：、ド」句Z？誌｝．，』1：．3，4∫｝6，　リ

　治療経過に脾し．たがってL／0．比，（）／S比ならびに　　　ノール酸は12．7～17．4ヌ6’，・1．ろ均15．2；LL璃ゐ11dり．ド（’，

us／sユ七｝・こゾ⊃し・て杉ミ［｝寸して・罵人著，とゴ、14i二7」く冨ir・ご9とく：～k　　　　　，）くJ　ll、pl．1と」七i［i交し・曽（：しe寸b」オしr｛，イ∫えぼ：‘ノ｝ジ盤：〆’1と71にし．㍉，　し孟　／プ」，’ご

治療ii芋ク）L／0比は平均｛｝・3：．～：1二｛｝ル1で対照とくらべて　　　L／0比，0／Sユ’ヒならひ艮uS／S↓ヒに：｝；1．㌧てイ3　k1」照、1・，の

り」らカ、｝こイ氏し・力二4プ‘隔hL尺膿｝i斉肘’量ζプ・畜愛　（丁百【サi掬）　レこ埴よo．3（1　　　　！凸聾こ凝農争きズブ㍉｝，紀配）ら，オ1オにし㌦，

～0，52，　Mz蝿，　O．4£±｛）．1〕3とオ∫：り，　爺h　i楚1　ソ2，ll町⊂11よ（，、41　　　　　　d．　｝凸｛’｛：lll二1．たll泉｝Ilk：鵬喪り1癖5伊11｝’；’　㌧・’ごμプ”誠lii4【1芋lfi1野

～0．65，　i・」幻0，52土〔｝．（）6とゾ：£って文・」『1轍び）L／0上ヒ，と：葺　　　NEFA】1旨酸描」戊↓ILは．夫16，　171　悩110舜」1：刀セ鋤、ご’曜二く，

ったく等し．くなる、⊃く）／S比は未治療ll！1・には1・均3・17土　　　ミリス｝一ン酸はL4～2．6％，平均L9｝・1｝．2タ」，パルミ

0，85で，文・照に比li凱．て明らか1・二高…が，抗lll状腺斉ll　チン酸は26．ll～39．2％平均；1玉．既1．1鉱・凱．ミ1・、4・

投与・後（手術前）1・こは1・・↓6～4・081．・i』サ匂2・58」二〇．6｛～と　　　レイン酸は3・2～6，1％，　iζ」勾4．？°土1、1％，　、テフFリγ

なり，　右締で麦1　カjjで唖オ：LOを）～2・64，　：ドユ勾1・89」二（，・29と　　　　　 酉髪1，】：　11・8～17・4タ6・　・1～4メJ　lζ壬。2ニヒ1・9ヌ6，　等・1・レ．イ　ン「酉愛L｝：

なり対照との間に藁異な墨r忍、めなくなる、，またUSIS　I’ヒ　　z5．2～・33．1％1．iド均29．3土3」％，　IJノ．．、．4酸は12，4，、㌔．

にっいても未治療時・のlz均1・k工・22土1）・15で・対照と1七　　　19・1％，平均15・2土2・9％で，対照と比ll芝していず，｝1も

較して高いが，抗甲状腺剤投・与f愛（∫三術lllDに壱」：｛，・74　　　1」意4）ノ、がないり1．．／（．〕」七，　o／S比ならびにuS／S∫ヒに．

～132，平均LO7土0・18となり・術後1カJlで1、k｛）．62　　っいてもIlll様である。

～1，12，平均0．92；ヒ0．07となって対照との間に有意の　　　　　　2．甲状腺機能兀進1エllの1丘L漿M£FA孤

，塗’を蹟忍めな：くなる。　づhなオっ㌧らlil状｝1泉t幾1∫旨：｝℃」建購ま¢）瀦乏洋f　　　　　　　　　オdナるL／（：｝エヒとli1斗犬H泉機白邑彬h君藍房舗轟

游ミ1｝寺セこオδける1血L彗罠’NEFA月旨酉．芝督1宥況上L壱よ文ら1’1臓とニエヒ11嚢し　　　　　 ．［血L’1∫り】旨野綾岳ll奪炬史α）変イヒので俺馨剣i勺ノよ才旨樗｛となる　0／1’エヒ

表　15　　　　　　　　　　皇斡糸屯個三i十「斗犬［腺駆重の［血幽1食　NEFA　jj旨門菱楯勤ぞ気上ヒ；｝δよび”旨酉変上ヒ

年　　　　　　　　　．面t漿NEFA脂酸構成比　（％）

症例 ﾟ性 ?5雰誘㎜ヌ夢了77ワ凶1r7可L／・・／・uS／，
脂　　酸　　比

　1．　ラ野　　　jll　57　8　　　　3，3　　　　35，2　　　　　4。9　　　　15，5　　　　26．8　　　　14．3

　2，　ローi　　　Il晦　47　δ　　　　2．5　　　　39．0　　　　　・L　5　　　　15．1　　　　23．3　　　　15．6

　3．　ll司　　堵寸41　8　　 3．2　　　32．7　　　 5．5　　　16．2　　　28．　i　　　l’LO

4，石　塚47♀　L2　3L1　　5．5　16，0　3｛）．5　15。7
5．渡　辺39♀　3．1　38．8　　4．｛〕　17．0　2・1．4　五2．7
　6，　［日　　　垣37　♀　　　　2．9　　　　32．7　　　　　3．5　　　　16．7　　　　28，8　　　　15，4

7。　；iヒ　　　：条36　阜　　　　2．5　　　　36．8　　　　　3．6　　　　18．〔｝　　　　23，9　　　　15，2

8．　当歴　　　ハ　32　♀　　　　1．6　　　　29．6　　　　　LO　　　　15．3　　　　32．8　　　　16．7

9．　百　　 漣質29皐　　 1．7　　　35．2　　　3．7　　　15．2　　　30．4　　　13．8

10．　μ」　　　ハ圭　25　♀　　　　2．2　　　　32．0　　　　　5，1　　　　13，⑪　　　　30．3　　　　17．4

平均　2’4。。，834’圭、，24’畠生。。．915・嵐1．、27・匙，．、、15・雀、1

1
　　｛｝．53　　　　1，73　　　　0．85

0．67　　　　　L5正　　　　0．77

0．49　　　　1，75　　　　‘｝．92

（L51　　　　　1．91　　　　　1．137

〔L52　　　　　1．43　　　　　‘［．7｛｝

〔｝．53　　　　　1、72　　　　　0，91

0・6・1　　　　　1．33　　　　　 0．75

0骨51　　　　2．1・1　　　　1，15

0．45　　　　2，0〔｝　　　　〔》，92

0．58　　　　　2，32　　　　　1．1£

（），51　　　　1．79　　　　　（」．9二占

　　ニヒo・08　　　土1．．｝。£8　　　土1）．12
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表16　　　　　　　悪性甲状腺腫σ）珀L漿NEFA脂酸構成比および脂酸比

．噂　　　　　年　　　　　　　　　　血漿NEFA脂酸構成比　（％）
症　例　　性『マー・・．一一り　　　一筥・一一．一一一一一　…　　一一・．一

＿＿．．一、＿一」L＿一蚤翌＿．迂ン土巴z＿zリ．z舳インリノール
△　昌ミリ　　ハル　　パルミトステ　　．

L　lll　　’1鰹43　δ　　 2，6　　　34．｛）　　　6．1　　　11．8　　　33，1　　　12．4

2．　荻　　　　勝更　32　δ　　　　L4　　　　32．1　　　　　3，2　　　　17，0　　　　28、6　　　　17，7

3・　1上1「日Gよ）55　♀　　 2．1　　　39．2　　　4，｛｝　　　15，5　　　25．2　　　14．0

4．　Il三　　　ヰ寸43　♀　　　　1，5　　　　26，3　　　　　4，6　　　　17，4　　　　31，I　　　　l9．1

5．　μ」1王1（茂）28　♀　　　1．7　　　36，6　　　 5，6　　　14．1　　　28．7　　　13，3

墜均　L9。。．233’監、．14・7。L115・竃1．929・1ヒ3．11㌦，

脂　　酸　　比

L／0　　　0／S　　　US／S

0．37　　　　2，81　　　　1，06

0．62　　　　1，68　　　　0，98

0．56　　　　1，62　　　　0．76

0，61　　　　・1，79　　　　1．21

0．46　　　2，04　　　0．91

0．52　　　　　1．99　　　　　0．98

　ニヒ0，12　　　土〔｝．43　　　－1－〔，，17

表17　　各種ll；状腺疾患における1n膿NEFA脂酸構1ぜ蹴ヒお」：び脂酸比の・隔1鞠値

齢名 萩ﾃ幽R駕弄爾厚iマ芽・イ汀π∬
f列　　　　　　　InL漿NEFA　l揖酸構成比（％） 脂　　酸　　比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L／0　　　　0／S　　　　US／＄

対　照12a°・33’94’4・’6”2＆8・1481L望、、。61煙，、441L蟹、、12

機能1杢進難・。1°8。制3’・生L1旧土1．41㌦53艦。11㌦、

糧屯腺旛1・a4。。、触、，2塩4。，、91瓢匙1．32㌦415・急L1

悪性甲状脚】重51’9 B。．233’ E、．14’7。1．115・匙1．929・玉、．11㌦、

0．33　　　　3，17　　　　1，22

　土0．04　　　土0，85　　　ニヒ0．15

0、54　　　　1．79　　　　0，92

　土0．08　　　d二〇．28　　　ニヒO．12

0，52　　　　　1，99　　　　0．98

　ニヒ0．12　　　±0．43　　　ニヒO，17

LIO上ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LIO止ヒ

0．45・聰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．45

　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　o

0．40

0．35・

0．30

0．25『

●

●　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　0
　　　　　　0

■　　　　　●　　　　　　　　　　o

■　　　　　　　　　　　　■

0．40

0．35．・

0．30一

　　　　　　　　●
　　　O　o
・　　　　　　　　　　　　　　　O．25・

■　　　　●

r・・一一・0．82　　　　0。20

●

9　■　　　　　・

o

●

●

，　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　o

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　■
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　■

o　　　　　　　　●

0．20・

　　L－＿－　L－＿＿漏＿一＿、＿＿邑　且　＿　　　　　LL＿＿＿．＿＿晶＿＿＿一＿＿＿一＿
　　0　　　　　　4　　　　　　　8　　　　　　12　　　　　　16　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　・十一20　　　　　　　一ト40　　　　　　　　・・i』60　　　　　　・十80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P副μ9／d2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8MR％

図12・甲状腺機能冗進症の珀L漿NEFAにおける　　　　　図13・　甲状腺機能充進矩の血漿NEFAにおける

　　　　L／0比とPBI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L／0比とBMR

r・一・－0．56
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とPBI催ら基礎代i謝率，　TriQs‘，r1）Te呂t：播よび13U

L／。比　　　　　　　　　　　　甲状腺摂」i螂などの舗甲状腺機白鹸酬燃との関係

0．45

0，40一

0．35・

0．30翫

0．25・

0。20

　　L　　　＿、．＿、．　＿＿L　　　　　一　　　　，　　　　　　　　㌔　　　　　　　　　o　　・　　に・　　　　　　　　　　　　　　　　禰

　　　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70．　　　　　　にとりこまれたNEFAの一一・部はエネル・ヤf一源として
　　　　　　　　　　　　　　　　　Trio50rb　Tost　り再
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用され，・一部は中性脂肪，リン脂質および掌：レ職テ

図14一獣腺機能寛遡渡の・1血L漿NEFAにおける　　。＿ルェステ、レなどにとり誼れリボ蜘妻、1と編て習
　　　　L／°比とT「i°s°「bTest　　　　び1血、中、。あら棟る・・）1・）1・・．　S，，i。b，，、…｝、。、｝、励

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係を図16のごとく表現している。

L！O比

0．45

0．40一

0、35

0，30・

0，25・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を検討してみると図12，13，14，15に旗すごとく，い

・　　　　　　　　　　ずれの場禽にも尚茜の間に魚の柵撫係力～認め馴1
　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る、，すなわち甲状1腺機能が充進している・i、のほどオレ

’　　　　　　　　　　イン酸比が」鼎しリノール酸比が低下寸’る傾向があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る、、
・　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　■
　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　III．考　　按

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N｛mesterified　Fatty　Add訴す蹴わ1駿，血ll駆N正・IFA

　　　’°°　　　　　　はUn，、色。，ifi，d　F。tty　Add・（’UFA）燃二昏よF凧1
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かしこれらホルモンの脂酸動ム強におよぼす作用機1〕二に　　　とのべているから，甲状腺の腺癌のごとく発育の緩

ついては来解決の点が多いq）。そのほかll旺漿NEFA　　　徐なものでは班常値であることがむしろ蜘然であろ

の上昇關子として窒鮭腹飢餓，塞冷，恐’i’絋運動，外　　　う1葎オ藍お甲状腺機能低下症の1例に，ついて劉腹時血漿

傷，ストレス，喫煙など9）12）19）22）23）があげられている　　　NEFA値を測定したとこる，326μEq／4と低値を示す

が，これらの場合には多少とも内分泌系，あるいはi交　　　ことを知った，，そこで著灘よPBI値，基礎代謝率，

感神経系の関与があ姻・の拷えられる。逆にブドウ　獲辱ri・s・rb　Tesい｝駄び1・・正1｝1状腺摂取轟などの獅韮甲

糖9）10）24），インシ、、リン9）24），晶：1チン酸42）4蹴　β遮　　　状腺機能孝垂1査成績と堂腹時・1血漿NEFA値との関係を

断剤であるPrQpraτ1‘，1【⊃1（インデラール）44）など1よ脂11峻　　　調醗したところ，これらの闘に正の相関々係が認めら

の動贈鋼1けるとし・オれてい鄭　　　　　れたド擁才．腿醐舳漿NI猟伽甲棚織能と
　甲状腺機能几進症においては血漿NB；FAは高1直な　　　留接な関保をもって変勤することが確認された、，

示し4）5）6）・逆に甲状｝尉幾能低下lll…においては低値を示　　　　鯉馳NEFA値は脂酸の動員と利川の～i乙衡によって

すり6）と報告されているが，藷潜は甲状腺疾患，とく　　　1蝦涯されるものであるが，11arlanら6）壱lk甲状腺機能充

に甲状腺機能九遡・llにおける【fi薩NEFA値について　進症に1・ゴいて剛蹴の鰯ミとともに利用もll雌されて

臨床的立場から詳細に検耐し，さらにその脂酸構成ピ　　いると報告し・野田53）もtllyroxin6は脂酸の動塵匙と同

追求した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時に末櫓に1トすける利用も促進すると報告していゐ。甲

　1血L漿NEFA値のlll1腱法としてはDり1財』19）が最も・1二　　状腺｛幾能’1進症に1ト∫いては1血L漿NEFA値力～藩しく」：

〈用いられている。そのほかTr｛川tの変法45）・G《｝r－一　　昇しているのにもかかわらず，1血漿ll1性ll剛ノゴ，リン脂

d⊂期法1。），また鼓近てはMQsin即r法46），　Dunc‘，mbe　　質・総・・レステt・一ル欺どはむし’1成少の傾向にある

法47），Itaya法侶）など比色による方法も幸艮告されてい　　　・h：実1＞2）2）4）7）8）からみても，　NEFAが末梢組織量こおいて

るが，藩潜はDQIeの方法り）を用いた。　　　　　　　　　さかんに利用されていることがうかがえる。

　空腹時1腺NEFAの正常値｝よ報告蕾により・また測　　Ricl・ら5）はli厭腺機能尤1雄状態における錘藻甑FA

定法の相違によっても多少黙なるが，400～600μEq／4　　れ虻の上昇機序に対する説明として，甲状腺機能の充進

を正常範闘とみなすものが多し・4）5）6）26）49）。著者の成心1　によって高められたエネル・ト需要に対応するため

では対照の坐腹ll細し漿NEFA値1よ・165～572μEq／6，　　に，脂肪組織からの脂酸の勤員が促進された結果であ

平均517土36μEq／4で，諸蟹の成績とほぼ一・致してい　　　るとしている。またHarlanら臼）は対照（健康人），甲

る。したがって著渚は上｝1己の値を本研ダ旨におけるヨ1三常　　　状腺機能尤進症および甲｝1犬腺機能低下疲においてエビ

値とみなして研究を進めた。　　　　　　　　　　　　　　ネフリンおよびノルユピネフリンにょる血漿NEFA

　甲状腺機能充進症における著者の成績を検討する　　　の上昇反応を観寮しているが，その成綴によると甲状

と，未治療時の空腹時！血1漿NEFA値は675～1450　　腺機能充進症では対1照にくらべてカテニールアミンに

μEq／4，平均933土203’‘ECI／4であって，対照ならびに　　鮒する血漿NEFA値の上昇率が高く，甲状腺機能低

他のeuthyroidの甲状腺疾患、とくらべて著しいi。11値を　　　下症ではイ底いことから，カテコールアミンの関与を重

示している。Richら5）・島49）・San〔lhQferら4）も著・者　　視している。さらにDebonsら54），　Goodlnal1ら55）は

の成績と同様に甲状腺機能冗進疲の」血L漿NEFAは高　　　甲状［腺ホルモンはエピネフリソに対する脂肪組織の感

値を示すと報告している。また甲状腺機能充進症の外　　　！受｛生を高めると斜1論している。なお教璽の中多鋤，篠

科・的治療経過にともなう血漿NEFA値の変動を検討　　　原吻らは甲状1劇幾能冗進掘こおいてin雌アドレナリン

してみると・抗甲状腺剤の投与・さらに甲状腺亜企切　　　蹴の増加していることを認めているから，甲状腺機能

除により甲状腺機能が正常化し，臨床症状が軽快ない　　　兀進症におけるIl註漿NIうFA値の上昇についてはカテ

し消失するにつれて血漿NEFA値¢t低下し℃術後　　　；・一ルアミソの役割は大きいと考えられる。寵た冨ii腎

1ヵ月では大部分が正常値となった、、　　　　　　　　　皮質ホルモンも血漿NEFA鱒に影糟を与．えるが鋤5B）

　単純性甲状腺腫，悪1ゴk甲状腺腫（腺癌），慢1どi三甲状　　　59），一般に副腎皮質ホルモγは脂肪紐織に1目：接i作用し

腺炎等のeutllyroldの甲状腺疾，患についても究腹時1魚　　て脂酸の動壼1な促すというよりはむしる他の内分泌性

漿NEFA値を測定してみたところ，これらの疾患、の　　　囚子，とくにカテコールアミンを介しての間披的な促

値は対照との間に有意の差を示さなかった。癌患者の　　進作用を持つものと考えられる。

血漿NEFA値は上昇するとの報告50）5n52）があるが，　　　　以上のごとく甲状腺機能尤進癖こお1ナる1血L漿NEFA

Muellerら50）は唾瘍の成侵期に脂酸の動貴が高まる　　　値の著明な上昇1よ甲状腺ホルモンlI体のll〔接的作用の

が，発育の緩徐な癌では血漿NEFA伽よ正解である　　みならず，カテコールアミンなどい介しての間接的作
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用も関係しているものと解釈されるが，その機序はと　　　ドウ糖∫酬∫級1時間で最低Ill〔を示し・以礎次鵜1’』上昇

もかくとして，血康NEFAは代謝充進に対するエネ　　　して単純｛生Ψ状腺1磁では9～3時閲て1甲状腺機龍九

ルギー源として利用されるために，その動働が促進さ　　進症では3～ζ田寺・間で負荷前価こ親し淑、－fi雌M‘FA

れるものと考えられるQ次に述べるごとく，甲状腺機　　　値の低叩卜率（負荷後1時闘）は甲状II｝蹄髄嚇；鴨1鋤挫ljl

能）慣蓮症においては糖の利用が低下している点よりみ　　　1乙均55．8土7．2％で，霞移紬慨甲状腺胆iの’ド均19．呂」4．4

ても，需要のたかまったエネルギーの源を脂酸にも求　　　％にくらべて明らか｛こ次である亀，Av‘）κar‘脚・島49，・L

めていることが容易に推測される。　　　　　　　　　　　著者の成紐と同様にlll状腺機能ノU進ll1｛て口噌1版時！餉1堕

　1血雌NEFA他と1血L糖“駐の間には蜜接な関係θ）あ　N£FA仰よ漸lllを、」こずかゾ巨幽曜漁1；；1に，1：り1制払

ることが知られている。すなわちブドウ糖投与により　　　にくらべてi拷明ズ¢減少嚇示す’，1：羅告i．ている，，瓶お舛

血漿NEFA値は低下するがの24），これは糖がユネル　　　科的治療後て’はlflt糖値瀬よびlrll暁N鰯’A価ノ壌三1助け

ギー源として利用されるため脂酸の動鼓が抑1［｝11され、　　　単純幟甲状U泉腫と兼砲認め欺くな。ヅていイh，甲状腺機

また糖質」こりα一glycerし｝ph（，5phate　4）供給が増加し　　　能プG進症においてはヵテコ＿ルァミン脚ll7）瞭夷．儲じめ

てNEFAのエステル化が促進されるためと考えられ　　　として，副腎皮質小ノいセン¢5）〔｝6）㈱，インニ’、－1ン醜〕翻

る60）。Ran（Ueら61）は［血L｝填NEFA値と1血L糖値との関係　　　70）などの各種ホル薫ンの分泌・異’漕があ捺か縫’，［ll【撒値

をgluc（⊃se　fatty　aci（1　cycloという概念であらわし　　　と1側駿NEFA殖の変II動の機序な説明すイ｝．’、燕は客協

ている，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でないが，lil状腺機能プしlll劒liミに：『汎　ぐけ誌篇・拘い㌔・一需

　Gluc‘）se　fatty　aci（l　cycleの原理は脂r唆の利用と糖　　　要が1阯t：巡しているにもかかわらず、糖（ノ｝利用か鶴ド｛

の利用とは互いに代償的関係にあるというものであ　　　ているため，、ご二れ盤代償すイ，ため｝愉酸の勅ム互燕孝ij用か

る。すなわちブドウ糖の利用が少なければ脂肪組織か　　　たか震り，その鮎果が1血L漿NEFA値の1禰『穏奴腰糞闘

らの脂酸の動夙とその利用がたかまり，また血糖値が　　れるものと解釈される。

上昇してインシュリソの分泌が起り，ブドウ糖の利用　　　　つぎに著壷は1・II状腺機能ノ瀞嬢症と対照く鍵廉ノ、）義

が促進すれば脂酸の動鼠と利用は制限されるという。　　　について11【1漿NEFAの質的な漸，すなわ鰯皆酸構成

いずれにしても血漿NEFA値は糖代謝と密接な関係　　　を検討した。血漿N鷺FAの脂酸構成にノ1艶いて隷ガ熟

な有しているので・藩者は甲状腺機能寛進症における　　　クロマトグラフィーの灘入以来その研究撮握1素ずく激

面L漿NEFA値の上昇機序なうかがうために，ブドウ　　　くないが26）鋤28）割72），蕗幸灘警癬に．1：り成鎖1・かなりび）

糖負荷による」血糖値ならびに1血工漿NEFA竹直の変動に　　　燈がみられる，，これはN聡FAの分離ソ躍翅報盤いか大

っいて検討を行なった。その成績によると・単純悟甲　　　きく影響しているものと思われる。薪翻よ薄麟桝∫マ

状腺腫ならびに甲状腺機能充進症のいずれセこおいても　　　トグラフィーせ用いて分離をffウたが，その1効吋1・

ヅドウ糖負荷後の1血漿NEFA値は血糖値の上昇iこ一　　　ン交換樹脂を用いる力法73），傭酸カラムによるノ∫法

致して減少し・互いに鏡面像の関係を示した。このよ　　26），超遠心にて分離する方法74》，弱アルカ1，鱈llいゐ

うな変動は未治療疇の甲状腺機｛1旨充進症において一層　　　方法72）などが発表されているΦ

署しく，血糖侮の上昇率ならびに血漿NEFA値の低　　　　健康人における箆腹時面雌N£FAの月｝融構成比1∴

下率は単純性甲状腺腫に比較して明らかに大であっ　　　ついて潴象の報告をみると，ミリスチン酸は昭61111

た。すなわち未治療時甲状腺機能充進癒の空腹晦血糖　後…ルミチン酸は25～30％，パルミトオレf職は

値は平均96．5土6．2㎎／認で，単純性甲状腺鷹の平均値　　　5％前後，ステアリン酸鳳10～15％畢オレイン酸は飾

922土4．6彫／認と有意の蓬はなく，ブドウ糖負荷後の　　　～35％　リノール酸｝よ11）～20％で鋤27）㈹）鮪》52）獅鋤，オ

血糖値はいずれも最初の1時間で最高値を示し　2時　　　レイン酸比とリノール酸比において火ぎな譜忌かみ馴L

間で壱まぼ負荷前値に復しているが，．面L糖値の上昇率　　　る。著瀞の対照（醗康人）における1鮒礁N正鄭Aの脂

（負荷後1時間）は甲状腺機能充進癒では平均39・0±　　　樹簿成比の戒績は譜象の成繊と1濠ぼ一致し，ミリスチ

8・8％で，単純性甲状腺腫の平均25・2土3・5％にくらべ　　　ン酸の平値は2・0土0、696，パルミチγ酸繍3；畑土2．9

て明らかに大きく，ブドウ糖食荷後の過短1糖が著明で　　　％，パルミトオレイン酸は・L4出L3％働訊テ711ン醜

ある。この成績は，甲状腺機能充進涯においては糖の　　　砿16ほ士2．6％，擁・レイン酸は28．8出3，1％，リノ＿ル

利用が低下していることを示すものであるが，教蜜の　　　酸は14β土2．O％であリパルミチン醸比が愚も腐く，

草間62）もバセドウ馬病の糖代謝について著噺と同様の　　　以下オレイγ酸，ステアリン酸，リノール酸，パルミ

成績を報告している・一方血漿NEF細雌f騨純｛蝉　 トオレイン酸，ミリスチン酸の順であ鵜これ軸の
状腺腫および甲状腺機能尤進癌のいずれにおいてもブ　　　エステル型脂質の脂酸構成比と比較してみるゐi鼠漿中
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性脂肪の脂酸構成比8）に類似しているが，これは1血L漿　　　比は対照と比鮫して有意の遊が認められなかった。

NEFAの大［1分は脂肪組織から動員されたものであ　　　　ところでln1漿脂酸構成の変化を最もよくあらわすも

り・その脂”∫纏知：ほとんどが・1・・性脂lil∫で占められて　のと慰わ才しるL／o比と各穂Pl状1腺1幾能検飾徽との

いることによるものであろう。ただし」1［L漿NEFAの　　　間に頚の相関々係が認められることより甲状腺機能が

脂酸構成比は中1／k脂肪のそれにくらべてパルミチン酸　　　充進しているものほどオレイン酸比の上外とリノー一ル

比とステアリン酸比が高く，オレイン酸比とリノール　　　酸比の低下が薯明であるということが出来る。

酸比が低い点でややタ肱っている。つぎに1傑リンll旨　1獣II麟能腿1、1三の1諭L漿NEFA脂醐融セこついて

質の脂酸構成比呂）とくらべてみ為とパルミトオレイン　　　高橋28M，オレイン酸比が高くなり，　L／C）比が低下して

酸比とオレイン酸比が高く，バルミチン酸比とリノー　　　いると報告している、，襟島8）は甲状腺機ll巳兀進症の窒

ル酸比が低く，1血雌・レステ陣ルエステルの脂謝lll　鵬に闘る以テル璽り1願の脂閥臓について報告

成比8）批姻勾るとパルミチン酸比泌テアリン酸比　しているが，そ峨繍・、｝：ると・1㈱1蹴，リン謄｛お

およびオレイソ酸比が高く，リノール酸比が低くなっ　　　よびコレステμ一ルエステルのいずれの分画に1おいて

ている・ここで1疎NEFAα）」三な源である脂塀ll織　も共通した櫛燃団一・イン酸比の上罫とリノー、・酸

の脂謝幟比75）7°）了7畑とくらべてみるとll［Ll境NEFA　比の低下である。1寸松・）も1嫌総脂酸のll欄鰍につ

のそれはステアリン酉批が著しく高も逆にオレイン　いてlr嚇の変化繍髄てオ・り一Tl糊膿能冗進症に、｝、

酸比が低い。脂肪紺織の脂酸構成比は性男rL　人種，温　　　けるリノール酸の相対的1絶文拍勺減少を指摘してい

度環境，食生活などによって多少異なるが77），オレイ　　　と・、，甲状腺機能11憶廷謝三においては脂酸の動夙と利川が

ン酸比が蹄II　「1勺暉・iく，以一ドパル汗・鰍ヒ・〃－　1腿されてい祝とよ・，，［躁NI£FAの　繍み瞬ヒ

ル酸比の順で，ステアリソ酸比はきわめて低く，この　　　の変化が他のlj旨質のlj旨酸構成比にも反映されるものと

脂酸構成比を；Llll性IJ旨肪の脂酸構成比卜：類似している。　　　　拶えられる。

これらの関係より考察すれば，拍雌NEFAと脂肪組　　　　リノール酸は動物体内では合成されないため79），す

織との間にみられる脂酸構成比の違いは［血L漿中性脂1リノ　　ベて体外より補給されねばならない，いわゆる必須

にエステ・噺合している脂酉窒の影響によって生じたも　lj旨酸である。したがって吻合揮脚小腸燃購を行な

のではなく・脂肪糸職より脚鋤蝋される際には各　って長期にわたり腸からのll旨肋吸収榔轄された揚

脂酸に選択性があるたゼ・1傑NEFAの脂酸ll城比が　合52’・また融｛戯摂取により体内・鯉償よりの脂瀦

脂肪紺織のそれと異なって来るものと推測さhる。　　　　成がさかんに行なわれる場合8のにもリノール酸比の低

　甲状腺機能プ‘進症における面L漿NRFAの脂酸構1戎　　　下がみられるという。しかし健康入にリノール酸をと

比について著者の成績を検討すると・ミリスチン酸の　　　くに大鍛投与しても1飢漿脂質中のリノール酸比はほと

平均働よ1・8土0・4％，パルミチン酸は31・阯1・1％・パ　んど変化しない・1）ということから槻tば，通常健康ノ＼

ルミ団qレイン酸6・ユ土1・4％・1よステア〃酸は12・2　の1血劇1旨醐融は一定のh・m・…t・・i・を保つように調

土2．5％，オレイン酸は36．7±3．1％　リノール酸は　　節されているものと思われる。ところで前述のごとき

119土2．2％で，これらを対照と比較すると筍慧の差を　　　甲状腺機能充進1畝二おける血漿NEFAの脂酸構成比

もって飽和脂酸であるパルミチン酸比，ステアリン酸　　　の変化はいかなる馴測によって来るものか考察してみ

比，および二価不飽和脂酸であるリノール酸比が低下　　　ると，その1」因の一つとして，脂肪紐織からの大翼の

し一緬不飽和脂酸であるパルミトれ・イン酸比とオ　”旨酸の動貫があげられる。この．兇解は，飢餓あるい

レイン酸比が上昇している。すなわち対照とくらべて　　　はヘパリンやエピネフリソの投与によりlj旨酸の動｝亀が

L／0比が低く，0／S比およびUS／S比が高く，全体と　　　たかまり，1血漿NEFAが1昇すると，その脂酸構成

して脂肪組織の脂酸構成比に・・1尋近くなっており，こ　　　比ではオレイン酸比が上昇し，ステアリン酸比とり

れは脂肪組織より脂酸の動貫がさかんに行なわれてい　　　ノール酸比が低下して全体として脂肪紺織の脂酸構成

ることを裏づけるものと考えられる。また甲状腺機能　　　比に類似してくるという琳実2β）28）によっても皮持され

充進症三における」血漿NEFAの脂酸神撃成比を治療経過　　　 る（、

にしたがって追求してみると，抗甲状腺剤の投与，さ　　　　「ill状腺機能プ〔進症における1丘L！旋NEFAの脂酸構成

らに甲状腺亜全切除により臨床症状が軽快するととも　　　比は治療経過にしたがって，正常化され，甲状腺亜全

に正常化されて，術後1ヵ月では対照の脂酸構成比　　切除後1ヵ月では対照の脂酸構成上ヒとまったく差を認

と，まったく差異を認めなくなった。なお単純性結節　　　めなくなるが，これに対して1．1－1性騰肪，リン脂質，訟

｛生甲状腺腫・悪糊ヨ状1縣の血L漿NEFAのlj蹴1隙　レステ・一・レエステ・・などのll旨酸1融比瞭療経過と
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ともに対照のそれに近づきつつあるが術後1ヵ月では　　M狙Aの脂匪1変構成比は治療にJlり臨床症；1あこか軽快叛

まだ正常値を示さず8），とくに脂肪紺織の脂酸書潤祓比　　　いし消失するとともに」1｛粥化するr｝

は術後1ヵ月においては未治療時と比較してほとんど　　　　9・・単純性ill状［1泉1購ト1よび悪性lll状腺陣の璽】1軌時lllL

変化がみられない78）。このように甲状腺機能）’己進症に　　　Il薫NI£FAの脂酸構成比1よ対照との間に「1ガ点・の差かみ

おいて，一・ったん乱れたエステル型脂質および脂肪刑L　　られない、、

織の脂酸構成比は容易に正常化しないのに対して，lf【L　　　IO．1血L蟹MOI～Aの脂酸lllli成；二おけるL／ζ〕員1、！．許

漿NEFAの脂酸構成上ヒは臨確症状の改善に一・致して　　　種甲状腺機lj旨検：’託成績との間に1」1負の柑関聖係ノ’譜！晶

容易に正常化されることは，血漿NI罪Aがlll状腺機　　　らオし1血L簸NIロIFAの脂評1聖構成比け甲：1真こ脇斡鮒1楢磐接

能尤進症におけるエネルギー源として亜要な役割を果　　　オに関係にあること存示している．

していることを示すものである，，　　　　　　　　　　　　ILすなわちIP状腺機ll蹴t：臓症におけイdll雌Nl欄：FA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値ばh昇し，窯A二その脂酸構成比｛㌦も明らかな1蛮仕二か

　　　　　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　認められるが，，二淑看よll期ノ∫紐織、】：りの臓酸の動員洗1そ

　著轍よ各慰甲状腺疾患，とくにlil状腺機能κ進ll1｛の　　　の利川が高霞ぺCいイ1結繋と疹えE》れイ｝11

1血L漿遊離脂酸値を測楚し，さらにその脂酸智母成比を追

求嚥灘鵬　腹，≒牒N一伽一　撚糖1｛鰍1　騰1繋1瀦1
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照とくらべて糊に．酬している。しかし治療割の　受1ナた・・にに櫟勘謝勲・盛乏す㍍
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